


改定管理計画目次の構造図

３.世界自然遺産小笠原諸島の概要

（１）小笠原諸島の位置

（２）総説

（３）自然環境（ １）地質 ２）気象 ３）植物 ４）動物 ⑤広域移動種 ５）生態系の相互作用と進化）

（４）社会環境

４. 基本理念と基本方針管理の目標

（１）基本理念管理の目標 「優れた自然環境を健全な状態で後世に引き継ぐ」

４）順応的な保全管理の
実施

①適切なモニタリング継続
的な調査と情報の活用

②科学的アプローチと合意
形成

２）侵略的外来種対策の継続
による影響の排除・回避

①総合的な生態系管理の考
え方に基づく外来種対策
の推進

②新たな外来種の侵入・拡
散予防の防止の推進

３）人の暮らしと自然との
調和

②①各主体村民や来島者へ
の普及啓発

①②自然と共生した島の暮
らしと産業の推進

③各種事業を実施するにあ
たってのにおける環境配
慮

１）遺産価値を支える
自然環境の保全

①海洋性島弧の形成過程を
示す「証拠」の保全

②固有種・希少種、独特の
生態系の保全

（２）基本方針

基本方針

（１）保護制度の適切な運用
１）原生自然環境保全地域
２）国立公園
３）森林生態系保護地域
４）国指定鳥獣保護区
５）国内希少野生動植物種
６）天然記念物
７）外来種対策に係る制度

２）総合的島毎の戦略的な
生態系管理保全

①種間相互作用に着目した島
毎の総合的な生態系保全

②島間の広域移動種に配慮し
た生態系保全

③海域と陸域をつなぐ物質循
環の保全

④生態系の機能に着目した生
態系保全

⑤村民生活に配慮した生態系
保全

（２）新たな外来種の侵入・
拡散予防措置

１）生態系の保全管理対策及び
調査・研究活動

２）その他の緑化・建設事業
３）小笠原諸島における自然利

用
４）農業活動
５）愛玩動物・園芸植物の飼養

・栽培・持込等
６）定期航路その他等による物

資や人の移動

６.管理の体制

１）管理のしくみ

（１）管理機関の体制

（２）科学的知見に基づく順応的管理体制

（３）関係者の連携のための体制

４）計画の進行管理

（４）国内外との連携

７.おわりに

５.管理の方策
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（６）

（５）世界自然遺産小笠原諸島
１）遺産価値 （世界遺産委員会による評価の抜粋）

２）世界遺産委員会の決議における要請・奨励事項
３）管理の現状（世界遺産登録後の変化・取組の成果・課題）
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↑方策ではなく方針であるため
「４.」へ移動

赤色文字…現行の管理計画からの変更

（７）島毎の対策の方向性

１.はじめに
◇基本理念
◇現状認識～管理計画の改定にあたり

◇基本方針と体制

２.計画の基本的事項

（１）管理計画策定の目的

（２）管理計画の対象範囲

（３）管理計画の期間

（４）管理計画実行の考え方アクションプランその他の計画との関係

基本理念

凡例

基本理念と基本方針を踏まえた各種方策

←以下の項目とほぼ同じ内容であり削除

←上記「（１）管理機関の体制」に集約

↓「４．２）（２）」に集約

種間相互作用、生態系機能、
広域移動種の観点から整理


